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挨拶と会話で心を繋ぎ明るく楽しい町づくり！

毎月第２日曜日は「ちょっと一掃き」の日です

 

　

　

ご 案 内 と お 知 ら せ

第600号

2023年5月1日

携帯・スマホ

ホームページ 　粟田町内会 　で検索

会員世帯数 1,316 世帯　会員数 3,208 名 (4月1日現在)

町内会館利用自粛解除について第53回通常総会 開催通知

ただ、新規感染者数は全国的に下げ止

まりとなっていて、今後、東京などでは増

加傾向になると見込まれるとの報道もあり、

利用者は自主的に感染を防ぐため、3 密

回避、マスク、手洗い等で特に 重症化リ

スクの高い高齢者に感染が及ばないよう

にする配慮が必要で、「感染しない・させ

ない」を実行しましょう。

避難所開設の基準が変わります！

町内会費徴収について

粟田まつり開催準備の状況報告

日時 ： 令和5年 5月14日(日) 10時～12時

場所 ： 粟田町内会館 1・2・4号室

先月の広報よこすかにも掲載されていましたが、国内の地震の状況を踏ま

え、震災時の避難所開設の基準が以下のとおり変更されました。

資源回収は

５月４日(木)
第一木曜日

粟田まつりは、町内の皆さんの親睦を図るとともに粟田っ子のふるさとの

思い出づくりにもなる夏の一大イベントです。新コロナ感染症対策のため

中止が続いていましたが、今年は4年ぶりに開催できるのではないかと期

待しています。7月28日(金)、29日(土)の二日間を予定していますが、正

式には5月の町内会役員会で決定することになります。

子供たちの元気な太鼓に合わせた納涼おどり、フラダンス、ちびっこダン

スなど中央公園の夏の夜空に賑やかな歓声が復活することを願っていま

す。模擬店、キッチンカー、各種販売コーナーも企画いたしますので、ぜ

ひ多くの皆さんにご来場をいただきたいと思います。町内会挙げての行事

であり、皆さんのご支援、ご理解をいただきながら大いに盛り上げてまいり

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

国の方針で 5 月 8 日から新型コロナ感染症が『5 類感染症』に位置づけら

れるのに合わせ、町内会館の利用方法についても、すべての自粛を解除し、コ

ロナ前の利用方法に戻します。

5月8日から、町内会館の利用方法をコロナ前に戻します

粟田町内会 会長

町内会費は、各行事や防災活動等、運営していくための大切な資金です。

理事や班長の集金回数の負担軽減のため

半年、または1年分一括での支払いにご協力ください。

１ヵ月

300円

半年分

1,800円
1年分一括

3,600円または

5月14日(日)に開催される総会において、新役員が選出されます。 新理事・新

班長の最初の仕事として、町内会費の徴収業務があります。

5月22日（月）より徴収開始となります。
各班の班長は皆さんの代行として働いていますので、不必要な負担を掛けるこ

とのないよう、ご配慮とご協力をお願いします。なお、赤十字募金も併せてご協

力お願いたします。 （会計）

変更前 変更後

震度５弱 震度５強

避難所を開設する際は、防災行政無線や防災情報メール、市公式ＳＮＳなど

で通知されます。粟田町内の自主防災規程は、今後検討する予定です。

横須賀市役所危機管理課 046-822-9708

◆書面表決はすべての議案に一括で表決するか、議

案ごとに表決するかを選択し、家族会員の承認人数、

否認人数を記入してください。

◆高齢等で議案書及び書面表決書が読めないという

方は、他の出席会員を代理人とする委任状の提出を

お願いします。

4月下旬に理事が配付

総会資料配布

総会出席の場合総会欠席の場合

承認・否認を選択

5月7日までに

理事へ提出

上記日程にお集まりください。

議案書をご持参ください。

4年振りに例年通りの会員参加の総会となります。町内会の事業の成果報告

や町内会費の使途、来年度の事業計画や予算等を決める大切な総会です。

ご出席のうえ、活発な議論をお願いします。

なお、新型コロナウイルス感染状況により書面表決による議案の表決をお

願いする可能性があります。 （総務部）

文化部

吾
に
宛
て
し

た
だ
一
行
の

ラ
ブ
レ
タ
ー

日
帰
り
介
護
の

嬉
し
き
成
果

介護百人一首に入選！◆新

NHK主催の2022年新介護百人一首に13,036

首の応募作品から粟田町内会員である森田稔

さんが入選されました！

お手紙には「お父さん、好き」と書いてあったそう

です。

『地域のみなさんにお世話になった事、感謝し

ております。ありがとうございました。』というお言

葉と百首の掲載された本を町内会に寄付してい

ただきました。ぜひ一度、お読みください。

民生委員

書面表決



　　第1回定例役員会　　報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月16日（日）開催　　出席者39名

◆総務部 ◆緑会

1

◆防災部

2 粟田だよりが本号で600号となったため、記念記事を掲載した 1

◆管理部 2

4月1日時点での町内会世帯数1,316世帯　会員数3,208人 稼働日数は、165日使用した。（青パト、町内行事など）

◆厚生部 ◆会長

4月の資源回収の結果、回収重量7,878.0kg、奨励金31,500円 1

◆文化部

粟田まつりの開催に向けて、現在の準備状況を計画表をもとに 2 粟田だよりの印刷を外注し、カラー化を試行する
（コストは用紙代を含め更新時期にある老朽化した印刷機を更
新する場合と同等）

詳細を説明した

5月14日の通常総会に向けて、出欠席や表決の集計方法など

詳細を説明した（詳細は表面に掲載）

5月13日富士芝桜まつりバス旅行予定。参加者募集中です

国内の震災時の避難所開設基準の変更があった（表面詳細掲載）

5月8日より町内会館の利用方法をコロナ前に戻すが、利用者各人の
判断で感染対策することを要請する（表面に詳細記載）

防災車の1年間の使用距離は、1208km（月平均約100km）

2022年度最終号

編集委員よりご挨拶

今月号を持ちまして、新編集員へとバトンタッチ致します。この一年間、粟田だよりを編集することで粟田町内の組織がしっかり

と機能し、私たちの生活が支えられている事を実感しました。皆さんのご協力で活動の報告やたくさんの同好会を紹介すること

が出来ました。ご協力感謝いたします。そして、それらが皆さんにお伝えできていれば幸いです。

新型コロナウイルスの猛威がおさまりつつありますが、困難を乗り越え、また活気ある町内の活動を新編集委員により粟田だよ

りが益々充実した粟田だよりになることを願っております。 編集委員 総務部一同

町内会が「野比北町内会」として 1970 年 1 月に発足後 3 年目に「野比北町会だより」第 1 号(1973 年 5 月 27 日)が発行されてから今号 600 号まで

50 年間欠けることなく発行できたことは誠に素晴らしく、歴代の編集委員の努力に敬意を表します。その間、編集技術も手書き原稿からワープロ、 パソコン

の活字へと、また用紙サイズも A4→B4→A3 と町内活動の多様化に伴う記事内容の増加や 読む記事から見る記事への変化に合わせたイラスト・写真の採

用などに対応してきました。また大部数の粟田だよりはこれまで自前の老朽化した白黒印刷機で印刷していましたが、インターネッ ト・宅配を活用したカラー

印刷が同等のコストで可能になったのを機にカラー化を試行し、見たい 粟田だよりを目指します。 町内会 会長

粟田だより 600号 発行記念

町内会発足

（野比北町内会）

野比北町会だより

第 １ 号発行

粟田町内会へ改名

第27号から

粟田町内会だより発行

粟田町内会だより

第 １00 号発行

粟田町内会だより

第 200 号発行

粟田町内会

法人化承認される

粟田だより

第 600 号発行

1970年 1975年 1981年 1989年 2004年 2006年1973年 2015年 2023年

第248号から

粟田だよりへ改名

粟田だより

第 500 号発行

1993年

【 野比北町会 第 1 号 】 2002年度 1 年間のみ【 わがまちあわた 町内会たより 】 【 粟田だより 500 号 】

粟田は高齢化が進んでいます

いつ迄も元気に歩けるように！

若い世代の皆さん、

積極的に参加を！

１．イベントに参加し町内を活性化しよう

２．粟田まつりや文化祭などを盛上げよう

３．防災訓練に参加し町を守ろう

４．同好会でコミュニケーションを図ろう

５．町内会に参加し、町内の仕組みを知ろう

１. 粟田健歩会

２. フリフリ体操

３. さわやか体操

４. 粟田歌謡会

５. 緑会お茶の会 等々

よく食べ、よく歩き、よくしゃべろう！

人や町とつながろう！

を防ごう！

粟田のＳＤＧｓ

２．

１．

たくさんの同好会を

紹介しました！

粟田だより

第 400 号発行


